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論文内容要旨
 石灰岩の積成現象は,地質学的にみて非常に興味深いものであり,古くより様々な研究がなされ
 てきた。構成成分による石灰岩の分類,これに基づく地理的分布,あるいは鉱物化学的分析などに
 より,石灰岩がいかに堆積し岩石化していったかか研究された。しかし,研究対象が細口化され,
 積成機構の細部についての知識が増大する一方,様々な地質学的現象の中での石灰岩の存在の意義
 に関して,大局的な立場より考察されることは次第に少なくなってきたように思われる。
 本研究では,堆積の歴史における地質学的現象としての石灰岩の検討を試みた。すなわち,堆積
 史において,まず問題にしたのは,石灰岩の堆積現象がなぜ起こるのかということであり,さらに
 はそれが堆積の歴史においてどういつだ位置にあるのかということである。
 琉球列島はアジア大陸の東縁に沿った島弧を形成しており,各島々の周囲には珊瑚礁が発達し,
 これらは北半球における分布の北限となっている。また島々には化石珊瑚礁を含む中期更新世の浅
 海性堆積物が広く発達して段丘を形成しており,これらは一括して琉球層群と呼ばれている。現在
 までの地質学的成果より判断して,琉球列島は鮮新世の島尻層群堆積時から現在に至るまでほぼ現在
 と同じ海水環境下にあったと考えられる。しかるに,島尻層群堆積時には,石灰岩の発達をみてお
 らず,このことは石灰岩の堆積の機構を考察するうえで重要な鍵となるものと推測される。
 本研究においては,琉球層群を構成する堆積物を地層として認識することを要し,そのためにま
 ず石灰岩の相を区分した。筆者は野外調査の結果から,生物遺骸に注目することにより,石灰岩が
 いくつかの岩相に区分されうることを認め,各岩相の認識の定義を与えた。この結果を野外におい
 て適用し,琉球列島の主たる島々(喜界島,徳之島,沖之永長部島,沖縄島本部半島とその周辺,
 久米島)において層相図を作成した。これにより,琉球列島の堆i積史の中で石灰岩が堆積するよう
 になる過程には各島に共通してある一つの規則性一一般に言う堆積の輪廻一を認め得るこ
 とを見い出した。この結果に基づき,石灰岩の堆積を含む堆積史のモデルを考えた。このモデルの
 妥当性の検証とより正確な堆積のパターンを得るために,徳之島の糸木名層を貫ぬく総計20本の
 試錐岩芯を堆積学的に検討し,堆積のパターγが,99%以上の確率でいわゆる鏡像の関係にある
 ことが判明した。石灰岩はこの関係において最終的な岩相として存在する。
 いま累積単元として次の4つを考える。①礫質砂岩,②砂岩及び泥岩,③石灰質砂岩及び泥
 岩,④石灰岩これらを連続な堆積の相の上方への変化としてとらえるために,各岩相の変化を
 有向グラフで表現し,それらの変化率を推移確率により示すと,次のようになる。
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 この堆積のパターγでは,鏡像の関係をくずすことなく最終的に石灰岩に移行している。このこ
 とに注目し,各々の岩相についての時間的変化を堆積の系という概念のもとに検証した。これより,
 堆積現象を支配する系を外部より規定する力が一定となる時点で石灰岩の堆積が行なわれるという
 結論に到達した。すなわち具体的には,環境が石灰岩の堆積に適していれば,堆積の場が自律系と
 なった時に,はじめて石灰岩が堆積するということである。この結論の地質学的な解釈を得るため
 に,さらに鮮新世以後の琉球列島の地史を考察した。
 地史を組み立てるうえで重要なことは,同一時間での各地域の対比を行なうことである。この場
 合,段丘面の高度,石灰岩の続成度,同位体元素による年代及び化石より,各地域の堆積物の対比
 を行なった。この結果,琉球列島は,島尻層群堆積後後背地たる大陸の影響より脱して孤立化した
 ことが判明した。一方,日本列島に発達する段丘との対比により,厚く堆積した琉球層群が琉球列
 島に特有のものであり,さらにそこには良く発達した石灰岩がみられるという特徴を認めた。この
 事実は,琉球層群堆積時における琉球弧の大規模かつ急激な沈降があったことを意味している。
 結局,琉球列島ては島尻層群堆積後の中期更新世に至9,孤立化と急激な沈降が同時に起こった
 ことが判明した。一方,堆積の系の力学的ふる舞いという考えのもとで,自律系においてはじめ
 て石灰岩が堆積するという結論をすでに得ている。これは,堆積の系を規定する外力が一定となっ
 たとき,系は自律化するとも言える。すなわち,系の自律化を促す営力は具体的には孤立化と沈
 降そのものであるということになる。この両者が同時に作用する場合,海水の環境が適しておれば,
 必らず石灰岩が発達するという結論に達した。どちらか一方が欠ければ,石灰岩は堆積することは
 ないであろう。
 本研究では,さらに珊瑚礁の発達そのものについても以上の結果をもとに検討した。石灰岩の分類学的
 検討により,野外では,砕屑性石灰岩と珊瑚・石灰藻石灰岩の2つに区分され,これらは上下の関
 係で存在し,それぞれ地層として認識される。後者の石灰岩の構造を一般に珊瑚礁と呼んでいる。
 粒度分析と現在の海水環境から判断して,このように石灰岩を2分する要因として,堆積面の水深
 が考えられる。このことは,生物学的にも支持され水深が石灰岩相を決定する主たる因子である
 ことが君検定法により示される。因子としての水深の変動は,先に示した石灰岩の堆積を一意的
 に決定する二つの因子に従属するものであるが,しかしこれはさらに広い系に含まれるものである。
 海面の変動は、基盤の構造的変動の他に,全地球的変動一すなわち海水準変動一をも含んで
 おり,両者を同時に反映する。もし両者のうちの一方,たとえば基盤の変動が決定されれば,全地
 球的海面の変動を予測することが可能である。現在のところ,いずれも時系列的な変動をとってい
 ることが推測されるが,それらを具体的に示すことは不可能である。
 図一1には,石灰岩の堆積を決定する三次元曲面を示す。ここで,1,昼,皿,W及びVはそれ
 ぞれ,礫質砂岩,砂岩及び泥岩,石灰質砂岩及び泥岩,砕屑性石灰岩,それに珊瑚・石灰藻石灰岩
 を表わしている。また3つの軸であるF1,F2,F3はそれぞれ,海水環境,陸の影響,海面変
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 動を表わしている。この3つの要因はそれぞれが独立した位相を有して変動しており.石灰岩はこ
 れら3者の微妙な平衡のうえに形成されるものと考えられる。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,南西諸島に広く分布する第四系琉球層群に関する堆積学的研究である。琉球層群につ
 いては,これまで幾多の地質学的・古生物学的研究があるが,その堆積機構に関しては,未解決の
 問題が多くのこされてきた。特に琉球層群の主体をなす石灰岩の研究は,南西諸島にとどまらず,
 環太平洋地域の第四紀地史解明の上にきわめて重要でその成果が注目されてきた。箕浦幸治は野外
 調査にもとずいて各調査地域(喜界島,徳之島,沖之永良部島,沖縄島本部半島周辺および久米島)
 の地質図を作成し,詳細な野外・室内研究によって琉球層群の堆積史を明らかにした。
 まず,石灰岩をその構成生物によって細分し,野外で認められる岩相区分が,薄片による鏡下で
 の観察事実とも一致することを示した。また徳之島の琉球層群糸木名層の20本におよぶ試錐岩芯
 の堆積学的研究によって①礫質砂岩,②砂岩および泥岩,③石灰質砂岩および泥岩,④石灰岩の各
 岩相に区分し,その岩相変化を有向グラフにより表現し,その変化率を推移確率行列で示すことに
 よって,①→④の堆積のパターγに一つの規則性,つまり堆積の輪廻のあることを見出し,かっこ
 れが徳之島のみならず,他地域も含めた琉球層群に共通の現象であることを明らかにした。また調
 査地域相互の対比のために,段丘面の高度,同位体元素による絶対年代,および化石層位について
 のこれまでの知識を総括したが,これに加えて石灰岩の続成度の違いが対比に有効であることを見
 出した。これらの結果から琉球層群の堆積は,南西諸島地域が島尻層群堆積後,大陸の影響をはな
 れて孤立した事および琉球孤の急激な沈降によってもたらされたものであることを結論した。
 以上箕浦幸治は自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して
 いる。よって箕浦幸治提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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